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ユ
ネ
ス
コ

   「
世
界
の
記
憶
」

      

に
登
録

　

高
崎
市
に
現
存
す
る
上こ
う
ず
け
さ
ん
ぴ

野
三
碑

と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
古
代
碑
が
、

２
０
１
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界

の
記
憶
」※
1
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
三
碑
は
、
い
ず
れ
も
飛
鳥
・

奈
良
時
代
に
造
立
さ
れ
た
山
上
碑
・

多
胡
碑
・
金
井
沢
碑
か
ら
な
る
３

つ
の
石
碑
の
総
称
で
、古
代
の
「
多

胡
郡
（
現
在
の
高
崎
市
吉
井
地
域
、

南
八
幡
地
区
周
辺
）」
に
所
在
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
か
ら

は
１
３
０
０
年
前
の
地
方
行
政
制

度
の
あ
り
方
、
氏
族
の
つ
な
が
り
、

仏
教
思
想
の
広
が
り
な
ど
多
く
の

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
重
要
性
か
ら
、
三
碑

は
い
ず
れ
も
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
が
認
め
た

千
三
百
年
前
の
古
代
碑

　

石
碑
を
建
て
る
文
化
は
、
中
国

か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
、
飛
鳥

時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
三
碑
の
造
立
に

は
渡
来
人
（
新
羅
系
）
の
影
響
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
野
三
碑
は
古

代
東
ア
ジ
ア
の
文
化
の
受
容
と
伝

播
を
示
す
重
要
な
記
録
物
と
し

て
、
世
界
的
に
も
重
要
な
文
化
遺

産
な
の
で
す
。

注
釈　

※
1　

世
界
遺
産
、
無
形
文
化
遺
産
に
並
ぶ
ユ

ネ
ス
コ
主
催
の
3
大
遺
産
事
業
の
一
つ
で
す
。

古
文
書
や
書
物
な
ど
の
歴
史
的
価
値
の
あ
る
記

憶
物
を
保
存
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
目
的
。

ゲ
ー
テ
の
直
筆
文
学
作
品
や
ア
ン
ネ
の
日
記
な

ど
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
径
1
・
5
㎞
内
に
古
代
の
石
碑
が
集
中

　

上
野
三
碑
と
呼
ば
れ
る
石
碑
、
そ
の

す
べ
て
が
古
代
多
胡
郡
に
立
っ
て
い
ま

す
。
古
代
に
お
い
て
「
文
字
を
刻
ん
で

碑
を
建
て
る
」
こ
と
は
進
ん
だ
渡
来
文

化
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
石
碑
が
集
中
す

る
多
胡
郡
は
豊
か
な
文
化
や
高
度
な
技

術
が
根
付
く
土
地
だ
っ
た
の
で
す
。

多
胡
郡
の
範
囲

多
た ご ひ

胡碑

金
かな い ざ わ ひ

井沢碑 山
やまのうえひ

上碑

石碑に刻まれた
古代の記憶
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多
胡
碑
の
約
３
５
０
ｍ
南
に
史
跡
上

野
国
多
胡
郡
正
倉
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
古
代
多
胡
郡
の
郡
家
（
郡
役
所
）

の
遺
跡
で
、
正
倉
と
呼
ば
れ
る
倉
庫
跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
正
倉
と
は
、
郡

内
で
税
と
し
て
集
め
た
米
を
収
納
し
た

公
的
な
倉
庫
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
多

胡
郡
正
倉
跡
で
は
東
西
16
・
8
ｍ
、
南

北
7
・
2
ｍ
の
巨
大
な
高
床
式
倉
庫
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
８
世
紀
中
頃
に
創

建
さ
れ
た
総
瓦
葺
の
屋
根
構
造
を
持
つ

格
式
の
高
い
倉
庫
（
法
倉
）
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
法
倉
の
存
在
は
国
家

的
政
策
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
多
胡
郡
の

歴
史
的
特
性
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

大や
ま
と和
を
中
央
政
府
と
し
た
古
代
国
家

が
完
成
す
る
の
が
飛
鳥
・
奈
良
時
代
。

こ
の
頃
か
ら
国
家
創
成
の
過
程
を
中
国

に
な
ら
い
文
字
で
記
録
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

行
政
区
分
に
つ
い
て
も
中
国
を
参
考

に
し
、
地
方
の
も
っ
と
も
大
き
な
区
分

を
国
、
そ
の
下
を
郡
、
里
と
定
め
ま
し

た
。「
金
井
沢
碑
」に
あ
る
上
野
国
※
2
”

群く
る
ま
の馬

“
郡
こ
お
り
し
も
さ
ぬ
の
さ
と
た
か
だ
の
こ
ざ
と

下
賛
郷
髙
田
里
と
い
う
住
所

か
ら
は
、
当
時
の
都
で
あ
る
奈
良
か
ら

4
0
0
k
m
以
上
離
れ
た
高
崎
ま
で
中

央
の
統
治
が
及
ん
で
い
た
様
子
が
分
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
山
上
碑
」
を
建
て
た
長
利
は
、

佐さ
の
の
み
や
け

野
三
家
と
い
う
中
央
政
府
と
強
く
結

び
つ
い
た
名
門
の
出
で
す
。
こ
の
地
域

の
豪
族
が
当
時
の
先
進
思
想
で
あ
る
仏

教
に
帰
依
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
多
胡
碑
」
か
ら
は
、
先
進

的
な
渡
来
系
技
術
が
根
付
い
た
工
業
地

帯
を
治
め
て
い
た
の
が
「
羊
」
と
呼
ば

れ
る
渡
来
系
の
人
物
だ
っ
た
こ
と
も
推

定
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
古
代
の
記
録
が
失
わ
れ
た
中
、

守
り
伝
え
ら
れ
た
上
野
三
碑
は
、
か
つ

て
の
社
会
の
様
相
を
現
代
に
伝
え
る
古
代

東
国
史
の
大
変
重
要
な
史
料
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

※
2

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
は
、
現
在
の
群
馬
県

　山上碑の東に隣接する直径15ｍの円墳。山上
碑を建てた長利の母「黒売刀自」もここに埋葬さ
れたと考えられている。

発見された法倉の様子

上
野
三
碑

発
見
さ
れ
た

古
代
多
胡
郡
の
痕
跡

守
り
伝
え
ら
れ
た

古
代
の
記
憶

山
上
古
墳

681年、放
ほうこうじ

光寺の僧・長
ちょうり

利が母の黒
く ろ め と じ

売刀自の供養と自身
の顕彰のために造立。碑文は全て漢字で書かれています
が、日本語の語順で読むことができます。現在につなが
る日本の漢字の使用法が確認できる重要な史料です。

711年、この地に新たに「多胡郡」を設置することが記さ
れた建郡記念碑です。当時の政府高官の名を刻むことで、
建郡の権威付けを図っていると考えられます。日本の正史
である『続日本紀』の記述とも一致する貴重な事例です。

726 年に、三
みや け

家一族の繁栄を祈って建てられました。碑文
には９人の人名があり、そのうち４人が女性です。家族のつ
ながりに女性が大きな役割を果たしていたことが伺えます。
群馬という地名が表された県内最古の史料でもあります。

山
やまのうえひ

上碑

金
かない ざ わ ひ

井沢碑

多
た ご ひ

胡碑
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